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はじめに


　長年辞書の編集に関わっていて、つくづく感じることがある。われわれが日々の暮らしの中で何の疑問も抱かずに使っていることばとは、実は極めて曖昧なものではないのかと。

　もちろんそれは日本語に限らず、すべての言語に言えることなのであろう。だが、本来なかった意味や用法が、いつの間にか広まっている実態を見るにつけ、そう思わざるを得ないのである。

　辞書の編集者にとって、このことばのとらえどころのなさは、実にやっかいな問題である。あることばに新しい意味が加わったとき、それを辞書にいつ載せるかを決める基準など存在しない。たとえば、70パーセント以上の人がその意味で使うようになったから載せるようにしようなどという決まりがあれば楽なのだが、もちろんそのようなものなどあるわけがない。

　ほかの辞書編集者に聞いてみたことはないが、多くはいつその新しい意味を載せるかで悩んでいるのではないか。そして、載せたら載せたで、ひょっとすると時期尚早だったのではないかと悶々としているかもしれない。自分自身がそうであるから。




　本書では、このような辞書編集者泣かせのことばのうち、主に意味が揺れているものを取り上げた。これらのことばの意味がなぜ揺れることになったのか、その原因を推定してみると、さまざまな要因があることに気付く。

　「さわり」「煮詰まる」「確信犯」などのようになぜか意味を曖昧に覚える人が多い語や、「やんごとない」などのように、古語としての本来の意味が復活しているのかと思われる語もある。「おもむろ」「押っ取り刀」などのようにその語が持っている音おんからの印象や、「檄げきを飛ばす」のように同音語の存在で本来なかった意味で使われるようになったことばもある。




　本書を通じて、こうしたことばを辞書編集者がいかに“悩ましく”思っているかおわかりいただけたら幸いである。




二〇一四年八月吉日


神永　曉


「姑息こそく」について


　文化庁が毎年秋に結果を発表している「国語に関する世論調査」では、毎回意味の誤りやすいことばの調査も行っている。２０１０（平成22）年の調査項目の中に入っていた「姑息な手段」などと言うときの「姑息」も、そんなことばの一つである。

　このことばは今までもたびたび調査されており、２００３（平成15）年の調査では、「一時しのぎ」という本来の意味で使う人が12・５パーセント、「ひきょうな」という従来なかった意味で使う人が69・８パーセントという結果が出ている。今回はというと、「一時しのぎ」15・０パーセント、「ひきょうな」70・９パーセントとほとんど変化が見られない。ということは、それだけ「ひきょうな」の意味が定着しているともいえるであろう。

　「姑息」の「姑」はしばらく、「息」は休むの意味で、しばらくの間息をつくことから、一時の間に合わせにすること、一時のがれ、その場しのぎという意味になった語である。

　「ひきょうな」という意味は、その場だけの間に合わせであることから、それをずるいと感じて生じた意味だと思われる。




　それにしても、本来の意味ではないのに「ひきょうな」の意味だと思っている人が70パーセントもいるというのは驚くべきことである。だが、辞書編集者としてはただ驚いてばかりもいられない。規範性を盾に、誤用であると主張することも一つの見識だとは思うが、もはや辞書がそう訴えても70パーセントという数は動かしようもない気もする。

　柔軟に考えて「新しい用法」「誤って」と断って、「ひきょうな」という意味を載せるのも一つのやり方だと思う。実際、徐々にではあるが、そのようにして「ひきょうな」の意味を載せている国語辞典も出始めている。


曲（話）の“さわり”とはどこのことか？


　「その曲のさわりを歌ってみて」と言われたとき、皆さんは曲のどの部分を口ずさむであろうか。

　２００７（平成19）年度の「国語に関する世論調査」では、「話のさわりだけ聞かせる」という例文に対して、「話などの要点のこと」の意味で使う人が35・１パーセント、「話などの最初の部分のこと」の意味で使う人が55・０パーセントという結果が報告されている。

　実は、この「さわり」とは、元来は義太夫一曲の中で、いちばんの聞かせどころ、あるいは、聞きどころとされている個所のことが転じて、一般に話や曲などの最も情感に富み、感動的な部分を言うようになったのである。歌謡曲だったら「サビ」と呼ばれる部分にあたる。つまり「最初の部分」というのは誤りなのである。

　しかし、現在では間違った意味で使う人のほうが半数を超えてしまい、逆転現象が起きてしまった。辞書の立場としては、あくまでも「最初の部分」は誤用である旨を指摘し続けなければならず、悩ましい問題なのだ。　


「悩ましい」の“悩ましい”問題


　前の項で「悩ましい問題」と書いたが、この表現に違和感を持った方もいらっしゃったのではないだろうか。本来この語は「官能が刺激されて心が乱れる思いである」という意味で使われることが多かったのだが、近年になって「どうしたらいいのか悩んでいる状態である」という意味が生じているのである。

　２００２（平成14）年１月の「国語に関する世論調査」で、この語の実態を調査している。それは、「ａ 悩ましい目つきで誘惑する」「ｂ ＡかＢかの選択は悩ましい問題だ」の言い方について、どちらを使うかという調査内容であった。結果は、ａだけが39・１パーセント、ｂだけが22・４パーセント、ａｂどちらもが９・１パーセントというものであった。




　各社の国語辞典を引いてみると、「悩んでいる状態である」という意味まで記述しているのは、気づいた限りでは、２００２年刊行の第５版で初めてその意味を登録した『三省堂国語辞典』だけなのである（まさに文化庁の調査のあった年で、面白いことに語釈も文化庁調査とまったく同じ）。

　「ＡかＢかの選択は悩ましい問題だ」を使う人が合計31・５パーセントという数字は多いのか少ないのか？　かくいう筆者も最初は違和感を持っていたのだが、最近は抵抗感が薄らいできている。そろそろ辞典に登録してもいい意味なのかもしれない。


「人一倍」の“一倍”は何倍か？


　標題のような質問を受けた。質問者は、「一倍」は数学だと×１なので、「人一倍がんばる」というのは、結局人と同じではないのか。人よりもがんばるのなら、正しくは「人二倍」ではないのか、というのである。

　『日本国語大辞典』1（小学館）によれば、「一倍」は「二倍の古い言い方で、ある数量にそれと同じだけのものを加えること」とある。一番古い用例は奈良時代のものなので、かなり古くから２倍の意味で用いられていたことがわかる。江戸時代には、親が死んだときに返却する約束で借りる「一倍いちばい銀がね」というものがあったらしい。もちろん借りた額だけ返せばいいという、慈善事業のようなものではなく、２倍にして返さなければならない、相当な高利貸であったようだ。

　無理に理屈を付ければ、「倍」そのものに２倍の意味があるので、「一倍」は倍が一つで２倍なのだと説明できなくもない。しかし、実際の日常語としてはそんな厳密なものではなかったのかもしれない。

　だから、やがてそれが転じて、「人一倍」のように正確な数量を表すのではなく、ほかと比べて程度が大きいという、「いっそう」「ずっと」の意味になったものと思われる。

　したがって、「人一倍がんばる」は人の２倍もがんばる必要はなく、人よりもちょっとだけがんばれば、１・１倍でもいいのだと思う。







	

１．国語辞典。日本大辞典刊行会編。初版は昭和47～51年（１９７２～１９７６）刊、全20巻に約45万項目を収録。第２版は平成12～13年（２０００～２００１）刊、全13巻に約50万項目を収録。用例は文学作品・史料・仏典などから幅広く採集され、出典にはその成立年を付する。また、国語・方言・外来語のほか、各分野の専門語や人名・地名なども収め、百科事典としての性質も併せもつ。日国。(『デジタル大辞泉』） ⏎











「ひもとく」の新しい意味？


　『読売新聞』の朝刊のことばに関する連載コラムで、「ひもとく」ということばを話題にしていた。「ひもとく」とは「繙く・紐解く」と書き、本の損傷を防ぐために包む覆い（帙ちつ）の紐を解く意から、元来は本を読むことをいう。その「ひもとく」に、「調べる」「解明する」といった新しい意味が広まりつつあるというのがコラムの内容である。

　コラム氏は「歴史をひもとく〔＝調べる〕」という『三省堂国語辞典』の用例を広まりの根拠として引用しているが、実はこの「歴史をひもとく」という用例は、決して新しいものではない。たとえば森鴎外の『うたかたの記』や夏目漱石の『吾輩は猫である』にもその用例が見られるのである。

　『日本国語大辞典』や漢和辞典によれば、「史（歴史）」は、過去に起こった事象の変遷や発展の経過の意味だけでなく、それらをある観点から秩序づけて記述したものも表していたことがわかる。鴎外・漱石は「調べる」の意ではなく、「過去のことがらを記録したものを読む」という意味で使っていたものと思われる。

　もちろん、「調べる」「解明する」という用法が広まりつつあるという事実を否定するものではない。しかし、『通りをひもとくと京都がわかる』『力学でひもとく格闘技』などというような書名を見ると、どんな意味なのだろうかと思ってしまう。


「雨模様」すっきりしないのは天候だけではない


　皆さんは「外は雨模様だ」と言われると、どのような天気を思い描くであろうか。

　２００３（平成15）年度の「国語に関する世論調査」では、「雨が降りそうな様子」の意味で使う人が38・０パーセント、「小雨が降ったりやんだりしている様子」の意味で使う人が45・２パーセントという結果が報告されている。

　ところが面白いことにこの語は、少数派となった「雨が降りそうな様子」のほうが本来の意味なのである。そのため、『岩波国語辞典』（岩波書店）では「雨の降る様子は誤用」としている。だが、45・２パーセントもいた「小雨が降ったりやんだりしている様子」の意味を選んだ人たちの存在をどう考えるべきなのか。そのような状況を勘案して、筆者が編集を担当した『現代国語例解辞典』（小学館）では、「雨が降ったりやんだりすることにもいう」という意味を、すでに１９８５年刊行の初版から載せている。さらに『大辞泉』（小学館）の「雨模様」の補説によれば、近年では「降ったりやんだり」どころか、「現に雨が降っている」意にも使われているという。

　このようにこの語は使う人によって意味が揺れているため、ＮＨＫなどの放送、特に天気予報では避ける語としているようだ。




　なお、この語は意味ばかりでなく読み方も「あめもよう」「あまもよう」の両用あって揺れている。ただしこちらは、どちらの読みでも誤用ということはなさそうである。


「やんごとない」は元々の意味が復活している？


　『源氏物語』の有名な冒頭部分に、「いとやむごとなききはにはあらぬがすぐれて時めき給ふありけり」（「桐壺」）と出てくる、「やんごとない」の話である。『源氏物語』のこの「やんごとない（やむごとなき）」はもちろん高貴であるという意味である。

　「やんごとない」は元来、「止む事無し」で、それが一語になった語である。打ち捨てておくことができない、よんどころないというのが元の意味で、その打ち捨てておけない事情によってさまざまな意味に広がっていった。

　ただ、現在はもっぱら「高貴である」の意味で使われることが多く、「やんごとない生まれ」とか「やんごとないお方」という使い方をする。そのため一般の国語辞典も、その意味だけを載せているものが多い。

　ところが最近「やんごとない事情（用事）で欠席する」などといった使い方をしばしば見かけるようになった。だが、この意味には「よんどころない」があり、大方は「やんごとない」は誤りで「よんどころない」が正しいと感じるのではないか。

　ところが、前にも書いたように「やんごとない」の原義は「よんどころない」で、「やんごとない用」といった古典例も多数存在する。とすると、この「やんごとない事情」を間違いであると一刀両断のもとに切り捨ててしまっていいのであろうかという疑問が生じる。意味が復活しつつあるのなら、現代語の国語辞典にもその意味を載せるべきかどうか、そろそろ検討する時期に来ているのかもしれない。


話が“煮詰まった”らどうなるか？


　「議論もだいぶ煮詰まってきた」というときの「煮詰まる」の意味に関しての話である。皆さんはどういう意味で使っているのであろうか。

　この場合の「煮詰まる」は、正しくは、討議・検討が十分になされて、結論が出る段階に近づくという意味である。ところが近年、「煮詰まってしまって結論が出せない」のように「行き詰まる」の意味で使われる言い方が増えてきた。『日本国語大辞典』によれば、このような意味での使用例は、１９５０年代ごろから見えているのだが（永井龍男『朝霧』１９５０年、堀田善衛『記念碑』１９５５年）、実際に広まったのは最近のことと思われる。

　２００７（平成19）年度の「国語に関する世論調査」では、「７日間に及ぶ議論で、計画が煮詰まった」を、本来の意味である「（議論や意見が十分に出尽くして）結論の出る状態になること」で使う人が56・７パーセント、新しい意味「（議論が行き詰まってしまって）結論が出せない状態になること」で使う人が37・３パーセントという結果が出ている。ただし世代別では、30歳代以下は新しい意味で使う人が６～８割も占めており、世代差がくっきりと表れている。

　まだ、この新しい意味を載せている辞典はほとんどないが、新たに意味が付け加えられる日もそう遠くないのかもしれない。　


「週末」は、「いつ」「どの範囲」のことか？


　「今度の週末に会おうよ」と言われたとき、皆さんはいつのことだと思うのだろうか。

　『日本国語大辞典』で「週末」を引くと、「一週間の末。一週間の終わり頃。金曜から土曜日、また土曜の午後から日曜日にかけてをいう」とある。また、「週末」にあたる英語「weekend」について、『小学館ランダムハウス英和大辞典』では、「（特に金曜［土曜］日の夜から月曜日の朝までの）週末（以下略）」と説明されている。

　ほかの辞典類はどうかというと、おおむね次のように分けることができた。




　（１）土曜日　

　（２）金曜日と土曜日　

　（３）土曜日と日曜日　

　（４）金曜日の夜から日曜日の夜（または月曜日の朝）まで


　

　こうしてみると、「週末（ウイークエンド）」の範囲は辞典によってかなり揺れていることがわかる。

　一般的な感覚としては（３）の「土曜日と日曜日」と考える人が多そうである。かくいう筆者も「土日」派である。だが、（１）（２）（４）と考える人も決して少数派ではないであろう。

　このように、「週末（ウイークエンド）」の指す範囲はかなり幅があり、人によって受け止め方も違うため、意味のあいまいな語だということができる。

　相手に的確に情報を伝えなければならない場合には、特定の「曜日」や「日にち」を具体的に示したり、言い添えたりしたほうが無難なようである。


「ごめん」は本当に謝っているの？


　標題のような質問を受けた。

　確かに謝罪するとき「ごめん」と言うが、よくよく考えてみると「ごめん」とは不思議なことばである。元来は「許可」を意味する「免」に尊敬を表す接頭語「御」の付いたもので、正式に許可や認可することを、その決定を下す者を敬って言う語であった。「天下御免」などというときの「御免」である。それがどうして謝罪を意味することばになったのだろうか。

　正式な許可を下すことを敬って言う意味での用例はけっこう古く、鎌倉時代から見られる。それが後に、「御免」の下に命令形が付いて、軽いことわりや、詫びの意を表す「ごめんあれ」「ごめんくだされ」「ごめんなされ」「ごめんなさい」などの形が生じた。意味合いとしては「許して（御免して）ください」ということなのであろう。この表現がやがて定着すると、省略形としての「ごめん」も用いられるようになっていく。それがだいたい近世中期ごろのことといわれている。

　それにしても「御免」を命令形にして、「許せよ」とばかりに謝罪のことばとするのだから、考えようによってはかなり不遜な表現である。いつの間にか、元来の「御免」の意味とは大きく隔たったものとなってしまったわけである。




　ところで『日本国語大辞典』を見ると「御免芸」などということばが載っている。これは、もちろん「謝らせたら天下一品」という芸ではなく、天下に並ぶ者のない優れた芸のことである。日本語は本当に複雑で、だからこそ面白い。


“琴線きんせんに触れる”とどうなるか？


　何か素晴らしいものに触れて感銘や共感を覚えるとき、「（心の）琴線に触れる」という言い方をすることがある。「琴線」は物事に感動する心情を琴の糸にたとえて言ったことばである。

　この「琴線に触れる」の意味が、最近揺れているらしいのだ。

　２００７（平成19）年度の「国語に関する世論調査」では、本来の意味である「感動や共鳴を与えること」で使う人が37・８パーセント、従来なかった意味「怒りを買ってしまうこと」で使う人が35・６パーセント、分からないと答えた人が24・６パーセントという結果が出ている。間違った意味で使っている人は男性では30歳代、女性では40歳代が最も多い。だが、いずれも突出した数ではなく、全世代に満遍なく広がっている。

　「怒りを買ってしまうこと」という従来なかった意味で使っている人は、おそらく「琴線」を相手の心の急所と考えて、それに触れると相手の心を不快にさせ、逆に怒らせてしまうと考えているのであろう。いつのころからそのような意味が生まれ広まったのだろうか。




　「琴線に触れる」ということばを聞くといつも心に浮かぶ詩がある。

　１９２７（昭和２）年に早世した詩人八木重吉1の「素朴な琴」という詩である。短いので引用しておく。




この明るさのなかへ

ひとつの素朴な琴をおけば

秋の美しさに耐へかね

琴はしづかに鳴りいだすだらう




　余計な説明は不要であろう。







	

１．大正－昭和時代前期の詩人。明治31年２月９日生まれ。大正８年受洗後、内村鑑三の無教会主義にちかづく。10年英語教師となり、信仰と詩作に没入。14年詩集「秋の瞳」を刊行し、佐藤惣之助そうのすけ主宰の「詩之家」同人となる。昭和２年10月26日死去。30歳。翌年自選詩集「貧しき信徒」が刊行された。東京出身。東京高師卒。（『日本人名大辞典』） ⏎












「御の字」は意味が変わってしまったのか？


　「大工調べ」1という落語に、




　「あのな一両二分と八百の所へ八百もってってグズグズ言おうてんじゃねえんだ。一両二分、親方の方を持って行くんじゃねえか。八百ばかりはおんの字だい」（柳亭左龍『使ってみたいイキでイナセな江戸ことば』小学館）




という江戸弁の見本のような啖呵たんかを切るところがある。

　大家に店賃たなちんのかたに道具箱をとられてしまって仕事ができないという与太郎に、大工の棟梁とうりょうが店賃の一両二分八百のうち持ち合わせの一両二分を渡して払わせようとすると、大家は八百足りないからと道具箱を返そうとしない。大家のあまりにも因業な態度に棟梁は腹を立て、大家にぽんぽんと威勢よく罵詈ばり雑言を浴びせるという場面である。

　この「御の字」だが、「出費が５千円で済めば御の字だ」のように、「非常に結構なこと」、「極めて満足なこと」というのが本来の意味である。大工調べの棟梁もこの意味で使っている。




　ところが近年、「いちおう納得できる」という従来なかった意味で使う人が増えてきているという。２００８（平成20）年度の「国語に関する世論調査」でも、「大いにありがたい」で使う人が38・５パーセント、「いちおう、納得できる」で使う人が51・４パーセントという逆転した結果が出ている。

　このような調査結果が出たからといって、現時点で従来なかった意味を辞書に登録するのは時期尚早であろう。　

　なお、「恩の字」という表記例も見かけるが、元来は「御」の字を付けたいほどの、という意味なので、これは誤りである。







	

１．古典落語の演目のひとつ。上方では「大工裁き」と題した。（『デジタル大辞泉プラス』） ⏎












「矢先」はいつのこと？


　朝日新聞の元記者の清水弟さんという方が、「矢先」ということばを取り上げ、「誤用がはびこっている」と指摘したコラムを読んだことがある。「矢先」の本来の意味は「事が始まろうとする、また、しようとする、ちょうどそのとき」（『日本語新辞典』小学館）という意味だが、「直後」の意味で使われているものがあるというのである。

　確かにそうした用例があることは筆者も確認していて、たとえば岡本綺堂きどうの『半七捕物帳』1（１９１７～１９３６年）の「雷獣と蛇」にも、




　「このあいだの事件のあった矢先であるので、重吉の死は雷獣の仕業であると決められてしまった」




とある。

　新聞やテレビ、ラジオなどは、「直前」の意味で「直後」の意味とはしないとしているのだが、辞書では『広辞苑』だけが「その直後」という意味を付け加えている。その意味が加わったのは１９９１年の第４版からで、どのような判断がそのときにあったのか辞書編集者としては気になるところである。

　清水元記者は「慣用・誤用であってもそれが世の中に広がって定着すれば、そちらが正しくなる」「それだからこそ、言葉へのこだわりを守って、小さな抵抗を続けていきたい」と結んでいた。




　辞書は規範性を重んじるべきか、ことばの現象の後追いに徹するべきか、辞書編集者としては常に悩むところだが、肝に銘じなければならないことばだと思う。







	

１．岡本綺堂の読み物小説。１９１７年（大正６）１月『文芸倶楽部くらぶ』に発表した『お文ふみの魂』に始まり、36年（昭和11）までの約20年間に各種雑誌に発表。総計68編。明治時代の東京に住む、もと岡引おかっぴきの半七老人が、若い新聞記者に語って聞かせる形式をとり、旧幕時代の捕物話が、一話完結の形で展開する。物語の背景となる江戸の四季折々の風物や世態人情が、巧妙な説話体によって生き生きと描かれて、広く愛読された。（『日本大百科全書』） ⏎












「松竹梅」は等級を表すことばなのか？


　うなぎが好きでよく食べに行く。

　先日、上野池之端にあるうなぎ屋に行ってお品書きを見たところ、うな重は「松」と「竹」があり（「梅」はなかった）、値段は「松」よりも「竹」のほうが高い設定になっていた。普通、「松竹梅」で値段の違いを示すときは「松」が一番高く、以下「竹・梅」と続くことが多いのでおやっと思った。




　だが、この「松竹梅」は実は順序や等級の優劣を表すことばではないのである。元来は、松と竹は冬の寒さに耐えて緑を保ち、梅は花を咲かせるところから、「歳寒さいかんの三友さんゆう」と称して、めでたいもののしるしとされていたのである。「歳寒」とは冬の時節のことで、「歳寒の三友」は東洋画の画題や祝い事の飾り、立花などに用いられる。

　まさにその名が付けられた清酒もあるが、これもめでたいものであるところからの命名であろう。

　つまり、「松竹梅」が順序や等級の優劣を表す語として使われるようになったのは最近のことのようで、どれが上でどれが下ということはないのである。




　ちなみにくだんのうなぎ屋では安いほうの「松」を食べたのだが、「竹」と比較はできなかったものの、ふっくらとしたうなぎで実に美味であった。


「確信犯」、間違って使っていませんか？


　「電車が遅れて会議に出られなかったと言っているけど、あれは確信犯だよね」という言い方をすることがある。だが、この場合の「確信犯」は本来の意味の使い方ではないということをご存じだろうか。

　「確信犯」のもともとの意味は、政治的、思想的、宗教的な確信に基づいた義務感や使命感によってなされる犯行のことで、たとえば、思想犯・政治犯などと呼ばれるものがこれにあたる。そもそも「確信犯」とはドイツの法哲学者ラートブルフ1（１８７８～１９４９年）が提唱したもので、日本でも戦前から論議の対象となっている法律的な概念なのである。

　ところが、最近ではその正しい意味が忘れ去られてしまい、冒頭の例文のような、犯罪というほど重大な行為とはいえない場合でも用いられるようになってしまったというわけである。２００２（平成14）年度の「国語に関する世論調査」でも、50パーセント以上の人が重大な犯罪とはいえない行為についても使うと答えている。

　そのため国語辞典でも、本来の意味のほかに、悪いことだとわかっていながらあえて行う悪事という意味を付け加えたものも出始めている。

　ことばは長い間に本来の意味とは違う意味で使われてしまうことが決してないわけではない。だが、ことばの規範という観点からすればやはり誤用といえるので、辞書をしっかり読んで正しい意味をちゃんと理解したうえで使うようにしたいものである。







	

１．ドイツの法哲学者。新カント哲学を基礎として価値相対主義に立ち、自由主義・民主主義・社会主義的思想に基礎を与えた。著『法哲学』など。（『日本国語大辞典』） ⏎












どういうときに「檄げきを飛ばす」？


　「社長が会議で今年度の売上げ計画について檄を飛ばす」と言ったとき、みなさんはどういう状況を想像するだろうか。大方は、社長が机をドンとたたいて唾つばを飛ばしながら、「万難を排して目標を達成しなければならない」と叫んでいる姿を思い浮かべるのではなかろうか。

　だが、それは「檄を飛ばす」の本来の意味とは言えないのである。

　「檄を飛ばす」の本来の意味は、自分の主張や考えを広く人々に知らせて同意を求めたり、それによって人々に決起を促したりするということ。したがって、冒頭の社長は決して激高しているわけではなく、自分の主張を単に社員に説明しているだけなのである。

　ところが、近年「がんばれと励ます」「激励する文書を送る」という意味でも用いられる傾向にあり、２００７（平成19）年度の「国語に関する世論調査」でも、本来の意味で使う人が19・３パーセント、もともとはなかった「励ます」の意味で使う人が72・９パーセントという逆転した結果が出てしまっている。

　なぜこのような結果になったのかというと、「げき」はおそらく同音である「激励」の「激」と誤解されているのではないだろうか。だが正しくは「檄」で、「檄」とは古代中国で、召集または説諭のための文書のこと。それが、一般大衆に自分の主張や考えを強く訴える文章の意味になったのである。

　この70パーセント以上も誤解している人がいるという結果は重く、どの国語辞典もこのことばの扱いに苦慮している。


「卑下」する対象は？


　「卑下」ということばについて読者から質問を受けた。多くの辞典には「おのれを低くし、いやしめること」と書かれているが、自分以外を卑下することもあるのではないかというのがその内容である。

　確かに手もとにある国語辞典を引いてみると、ほとんどは「おのれをいやしめる」という意味しか載せていない。

　ところが、『日本国語大辞典』（『日国』）のような大型の国語辞典では、「自己」のほかに「他者」を「いやしめる」という意味も載っているのである。ただ、「おのれをいやしめる」という意味の用例は平安時代から現代まで満遍なく見られるのに対して、「他者をいやしめる」という意味での用例は、現時点では『西国立志編』1『抒情詩』2の中の『独歩吟』（国木田独歩）という明治期の例よりさかのぼれるものは見あたらない。

　あくまでも推論だが、「おのれをいやしめる」というもともとの意味が、のちにその対象が「他者」にも広がって、自分以外のものも「いやしめる」「見下す」という意味が生じたのではないか。

　だが、そうは言っても現時点では文学作品や評論、新聞などでは「自己をいやしめる」というもともとの意味で使われた例のほうが依然として優勢であると考えられる。そのため『日国』のような古語から現代語までを網羅した大型の国語辞典は別にして、通常の国語辞典では「他者をいやしめる」という意味は載せていないのではないだろうか。

　ただ、今後「他者をいやしめる」という意味が広く使われるようになれば、その意味を無視することはできなくなるであろう。動向を注意深く見守りたい語の一つである。







	

１．啓蒙書。十一冊。中村正直訳。サミュエル＝スマイルズ著「Self Help （自助論）」の翻訳。明治３年（１８７０）脱稿、翌年刊。「天は自ら助くるものを助く」という信念を思想的根幹とした教訓と、その実例とされる歴史上の人物三百数人の成功談を説く。明治初年の新時勢における有志の青年層を発奮させて、その指針とされた書。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．明治30年４月に刊行された宮崎湖処子編の詞華集『抒情詩』。国木田独歩・田山花袋・松岡（柳田）国男・太田玉茗・矢崎嵯峨の屋（嵯峨の屋御室）・湖処子の作を収めている。（参考：『国史大辞典』） ⏎












どんなときに“鳥肌が立つ”のか？


　以前担当していた小学生向けの国語辞典の「鳥肌が立つ」という項目で、「鳥肌が立つほどすばらしい演奏」という例文を載せたところ、大人の読者から「正しい国語教育」のために削除すべきではないかというお叱りのお手紙をいただいた。

　このように書くと、いったい何が問題なのかわからないという方もいらっしゃるかもしれない。

　「鳥肌が立つ」は、本来は寒さや恐ろしさのために肌が鳥の皮膚のようにぶつぶつになることをいうのだが、近年「感動で鳥肌が立つ」という言い方をする人が増えているのである。

　２００１（平成13）年度の「国語に関する世論調査」でも、男女とも40歳以下の世代を中心に、その意味で使う人が増加傾向にあるという調査結果が出ている。




　この調査を受けて、それ以降に改訂をした辞典では、「感動で鳥肌が立つ」という意味を新たに加えるものが増えてきている。小学館の辞書以外でも『広辞苑 第６版』（岩波書店）、『三省堂国語辞典 第６版』、『岩波国語辞典 第７版』などがそうである。

　このような表現を誤用と考えるべきかどうか意見が分かれるところだと思う。辞書は規範を重んじるべきものなのか、ことばの現象を追いかけてそれを記述すべきものなのか、さまざまな考えがあるからだ。

　あくまでも個人的な考えではあるが、１５００年にも及ぶ文字として残された日本語の記録を元に日本語の歴史を記述した『日本国語大辞典』のような辞典に長く関わっていると、ことばの変化や揺れは当たり前な現象なのではないかという気がしてくるのである。

　


国語辞典にない「見せつける」の意味


　今回はまず、お手元の辞書で「見せつける」ということばを引いてみていただきたい。

　大方の辞書は、「人に得意になって見せる。わざと人目につくようにふるまう」（『日本国語大辞典』）などと解説されているはずである。「人前で仲のよいところを見せつける」のように使うときの意味がこれである。

　だが皆さんは「実力の差をまざまざと見せつけられる」のように、自慢をしているわけではなく、相手に強く印象づけるといった意味合いでこのことばを使うことはないだろうか。

　実は、ほとんどの辞書ではこの意味を載せていないのである。かなり古く存在する意味であるにもかかわらずである。

　たとえば、




　「太郎は、まのあたりに、自分の行く末を見せつけられたやうな心もちがした。」（芥川龍之介『偸盗ちゅうとう』１９１７年）




などがそれで、このような用例は芥川に限らず数多く見つけることができる。

　この意味を載せている辞書は、筆者が確認した範囲では『日本語新辞典』と『新明解国語辞典』（三省堂）しかない。前者は「勢力、意志、状況を相手に強く印象づける。はっきり示す」と、はっきりと意味分けして解説しているのだが、それ以外の国語辞典は『新明解』を除いて印象づけるという意味には言及していない。

　「見せつける」が印象づけるという意味になったのは、「つける」を強意ととらえたからと思われ、伝統的な用法としては誤用なのかもしれない。しかし、「強大な軍事力を見せつける」などの言い方がふつうに見られる今となっては、いささか遅きに失した感もなきにしもあらずだが、その意味も辞書に載せるべきなのではないだろうかと思う。


　


音おんにだまされてはいけない


　日本語にはその語の持つ音からの印象で、意味を誤解させられてしまう語があるらしい。

　たとえば、「彼はやおら立ち上がった」というときの「やおら」がそれである。

　２００６（平成18）年度の「国語に関する世論調査」では、本来の意味である「ゆっくりと」で使う人が40・５パーセント、従来なかった意味の「急に、いきなり」で使う人が43・７パーセントと、逆転した結果が出てしまったのである。

　「やおら」は、「やはら（柔）」と同源の語だという説もあるくらいで、ゆっくりと動作を起こすさまや、徐々に事を行うさまを表す語である。急激だったり突然だったりするといった力強い意味合いはこの語にはない。にもかかわらず、意味をよく知らない人には、「やおら」と言われると、語の音の印象から急だと言っているように聞こえるのかもしれない。




　似たような語に「押っ取り刀」がある。こちらは、「押っ取り刀で駆けつける」などと使うのだが、急な出来事で刀を腰にさすひまもなく手に持ったままでいることで、急いで駆けつけることの形容に用いる語である。つまり「やおら」とは正反対の意味になる。

　ところが、「おっとり」という同音の語があるため、「のんびり」だと思い込んでいる人が多いという。「押っ取り刀」の「おっとり」の「おっ」は接頭語で、勢いよくする、いきなりするの気持ちをこめてその動詞（この場合は「取る」）の意味を強める語なのである。


本電子書籍はインターネット辞書事典サイト「ジャパンナレッジ」（http://japanknowledge.com/)の連載記事「日本語、どうでしょう？～知れば知るほど楽しくなることばのお話」を、一部加筆、修正のうえ、電子書籍化したものです。




注釈で辞書名のあるものは、インターネット辞書事典サイト「ジャパンナレッジ」より引用し、そのほかのものは編集部が作成しました。
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